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安保の今がわかる！学習パンフ好評です 

オンライン学習会を計画中 全日本民医連 
 全日本民医連はパンフを150冊注文し、普及しています。全国をつないだオンライン学習企画も

検討中です。全日本民医連常住理事の宮澤洋子さんに、パンフへの期待をお寄せいただきました。 

 

 「人類の生命と健康を破壊する一切の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、平

和と環境を守ります」と綱領に掲げている私たち民医連で職員が平和について学

び、行動することはとても大切な活動です。とくに現在の新型コロナウイルス感染

症との闘いの中で、「軍備ではいのちは守れない、医療、介護、福祉にこそ税金を

つかう政治が必要」という実感を持っています。 

 このパンフレットは今の私たちの気持ちにピッタリな内容です。このパンフレット

を使ったオンラインでの全国学習会を企画します。そして11月の平和大会でより

学びを深めることができるよう広く呼びかける予定です。 

 

8･15「平和のつどい」でパンフ学習 京都・八幡 

「敵基地攻撃」―差し迫った問題とは 

 京都・八幡平和委員会が戦後 75年の 8月 15日に開催した「平和の

つどい」で、日本平和委員会の千坂事務局長がパンフを活用し、「平

和と命を大切にする日本をめざして」と題して講演しました。日米安

保条約の実態告発の項では、▼ついに世界一の米軍基地国家に▼米軍

と共に海外で戦争する国づくりが▼「敵基地攻撃」能力整備の大軍拡

へ―を柱に、「イージス・アショアと敵基地攻撃は一体のものだった。

住民の強力な反対運動で配備撤回に追い込まれた日米軍事同盟強化推進派は、『敵基地攻撃能力』整備へと

のめりこもうとしている」と強調。「敵基地攻撃能力」の中身を解説し、「先制攻撃そのもの」と訴えました。 

参加者の感想   「敵基地攻撃」は注目はしていましたが、諸条件から考えて「ばかげた話だ」と思って 

  いました。ここまで現実的で、差し迫った問題とは考えおらずたいへん驚きました。 

販売用ポップ！（本屋に置かれるアレです）  

千葉県の松戸平和委員会は100部注文。集会等で販売

するためのポップを作り、普及に準備万端です。 

 

 

※次回中央実行委員会は 

8月27日（木）14時～オンラインです。 


